
 

 

 件   名 
 

 

フード作業時における指先の汚染 

事象の概要 
 

 

（１）発生場所：機器 分析建屋：分析フード 

（２）設備の概要 放射性物質や化学薬品を取り扱う際に、取扱い物質を拡散させないために使用する局所排気

装置を有する箱型装置。 

（３）発生の状況 分析作業中 

（４）概要 マイクロピペット（分析試料を採取するための道具）を用いた分析試料ビンからの分析試料の採

取時における、マイクロピペットに付着した分析対象の放射性物質を含む溶液による指先の汚

染。管理の基準値を超える汚染があったが、手洗いにより汚染を除去。 

＊他の建屋も含め同種の作業においても、同様な汚染の発生が予想される。 

（５）原因 作業を継続する中で偶発的に生じる手袋の破損。 

 事象による影響 
 

 

（１）工場外への影響 工場外への影響は生じない。 
放射性物質を除去するフィルタ等を有する分析建屋換気設備が稼働している室内での事象であり、また、

サーベイメータ等で汚染検出時には除染を行うので、放射性物質の放出等、工場外への影響は生じな

い。 

（２）安全性への影響 安全上の問題は生じない。 
作業員の指先の汚染であるため、これ以上の事象の進展はなく、安全上の問題は生じない。 

（３）作業員への影響 作業員への影響は生じない。 
作業員については放射性物質の体内への取り込み、身体汚染、異常被ばく等がないことを確認する。万

一身体汚染等が認められた場合は、直ちに汚染を除去することによって作業員への安全を確保するた

め、作業員への影響は生じない。 

（４）他工程への影響 他工程への影響は生じない。 
作業員の汚染であり、他工程への影響は生じない。 

(1) 汚染の除去を行い、放射性物質の指先以外の身体への付着及び体内への取り込みが

ないことを確認する。 

(2) 作業エリア内に汚染があれば、定められた手順に従い、汚染した区域の除染を行う。 
 対応の概要 

(3) 除染後、再度放射能測定を行い、汚染の除去を確認して、分析作業を再開する。 

公表区分＊１ 翌平日に公表（ホームページへ掲載） 

 

情報区分＊1 
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＊１ 『A 情報』：安全協定報告事象等、または、それに準ずる事象、 『B 情報』：事象の進展または状況の変化によっては、安全協定報告対象になるおそれのある事象等、 『C 情報』：A、B 情報に該当しない軽度な不具合、汚染等、特に連絡を要する事象                                        2006.06.26 

再処理工場で発生が予想されるトラブル等とその対応 

（No.６-１２）

事象概要 

・せん断処理設備
・溶解設備
・清澄・計量設備　等

・分離設備
・分配設備　等

・高レベル廃液
  ガラス固化設備　等

・ウラン精製設備
・ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ精製設備　等

・ウラン脱硝設備　等

・ｳﾗﾝ・ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ混合
     脱硝設備　等

前処理建屋 分離建屋 精製建屋

高レベル廃液
ガラス固化建屋

ウラン脱硝建屋

ウラン・プルトニウム
混合脱硝建屋

燃料せん断片の
溶解

ガラス固化体

核分裂生成物
の分離

ｳﾗﾝとﾌﾟﾙﾄﾆ
ｳﾑの分離

ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑの精製

ｳﾗﾝの精製

製
品
貯
蔵

製
品
貯
蔵

使用済燃料受入れ
・貯蔵建屋

使
用
済
燃
料

・使用済燃料貯蔵
  プール 　等

低レベル廃棄物
処理建屋

低レベル廃液
処理建屋

分析建屋

制御建屋

非常用電
源建屋

・非常用ディーゼ
　ル発電機　等

・低レベル廃液
  処理設備　等

・低レベル固体廃棄物
  処理設備　等

ドラム缶

・中央制御室　等 分析試料

・分析設備　等

主排気筒

 

分析試料ビン 

  

マイクロピペット 分析試料（放射性物質を含む溶液） 

マイクロピペットに放射性物質を含む溶液が付着していたため、手袋を装着してい

たものの、手袋に小さな穴があいており、指先が汚染した  

分析試料（放射性物質を含む溶液） 

復旧方法 

当該作業員の被ばく評

価を行うとともに、必

要に応じて医療措置及

び身体並びに作業区域

を除染、また、グロー

ブを交換して復旧 

トラブル等に伴う設備への影響範囲 

 

運転継続 

機器

設備 

タンク

運転設備に影響なし 


